
の配分に与える 影響 
一 上木、 交通工学   国王計画分野の 梓 伊費じ みる 一 

0 堀部 仁美 ，鹿島 茂 ( 中央大 ) 

    

現在，政治や 経済分野だけではなく 生活や環境分野で     
も 国際化。 グローバル化が 進行している。   

送 交通の世界においても     及んでいる。 国際輸送は 送 よりも旅客，貨物 - 鱒 ㏄・㏄ 0 
ともに増加傾向が 大きい 4 図 遣田 囲 
科学技術政策が 本格始動し   

くの予算が減少する 申で，科学技術関係経費は 増加 t れ   
てきた。 このことは日本における 科学技術政策の 重要性                       タが がダダがダダ 辞 

を 示しているといえる。 交通分野の基礎研究費として 科 年度 

図 2 旅客 翰 運の変化 

学 研究費補助金 ( 以下，科研 費 )                  交通工学。 国   
野の研究への 配分額も増加傾向にあ る ( 図   

み ' 。 " 。 

            億   "@,8 , 手 括 建 

究 のための費用として 設け                 
る 。 基礎研究は科学技術を 支えるもの cD ひとっであ り     

基礎研究は，直接産業や 生活に役立っ 成果を上げること 目的でばなく ，研究者が自由な 研究テーマで 行 ヮ 。 と 

を 基本としている。 筆者が専攻する 土木工学の交通 工   
学 。 国土計画分野は ，その分野の 性質から，社会の 影響 かす ががが ダ鮮ダが がが 辞 

を強く受けると 考えられる。 そのため，交通工学。 国土 隻度 

図 2 % 鏡 鐙送 の 変牡 
計画分野の研究者が 行 う 基礎研究は，基礎研究であ って 
も 社会のニーズを 意識していることが 考えられるの。 的 変化 
本研究では，著者が 専攻する土木工学の 交通工学。 国 本研究においてほ ，社会の関心事の 変化を社会 

上計画分野を 対象として，本研究の 目的は，科研 費 によ の変化と捉えて。 国際化。 グローバル化と 環境問 

って行われる 研究は社会の 変化に対応しているとの 仮 に着目して 度を示すにあ った っ 
説を検証することとする。 そのために，以降では 社会的 ては，科学 ，第 3 期科学技術 基 
変化としての 国際化。 グね一バ /W 化と環境問題への 社会 本計画 力 、 ら第 3 期科学技術基本計画における ，社会的要 

的 要請の変化と 科研費の配分の 変化を考察する。 請への意識変化をみる。 社会的要請として 2 つに 着睡し 

，社会の関心事への 意識 度 と定義する。 

意識 痩け ，科学技術政策の 総括と考えられる 科学技術基 
本計画で用いられているキーワードの 数で表す。 科学技 

術基本計画における 意識度の変化 は ，科学技術基本計画 

中の本文より 抽出したキーワード 数の変化で説明する " 

一方，国内最大の 競争的研究資金であ る科研費の変化 

は 。 インタ一孝 ット 上で公開され ，誰もが容易 
とができる。 データベースを 活用して，科学技 

画 によって示す 意識度の変化と 同様に，交通工学。 国士 
計画分野の研究についてもキーワード 分析を行うこと 

によって配分の 変化を示す。 
以上によって 示された意識度の 変化と科研費の 配分 

の 変化を比較検討する ， 

た理由は，今日において ，国際化。 グローバル化が 進ん 
だことによってその 影響を 視 できないこと ，また， 環 
境の影響を考えることが 多く環境問題への 意識も強く 

なっているに 違いないことが 考えられるからであ る。 

年代から地球規模の 環境問題が問題視されるよ う 

にもなり，国際化 " グローバル化と 環境問題ば強い 関わ 

りがあ ると考えられる。 
科学技術基本計画本文中より ，ギ一ワードを 抽出ずる 

ことによって ，国際化。 グローバル化への 意識変化と環 
境問題に対する 意識変化を示 す 。 国際化。 

を示すキープードを ，① 第工 レベル。 ② 第 
第 3 レベルの 8 種類のレベルを 定義する。 ②は比較対象 
又は領域のみを 示すものとするが ，③はさらに 状態を説 
明するものとし " て " る ，同様に，環境問 

を示ずにあ たっても，環境問題ヘ % 対応を示すキ - ワー 
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ド 数を抽出した。 具体的なキーワード と キーワード数を 
) 。 国際化。 グローバル化 

; 見られることから ，国際 

化 。 グローバル化への 意識が増加して レ へ ることが考え ろ 

れる。 また，本研究において 定義した第 j レベルのキー 
ワードが増加していることより ，科学技術の 国際化。 グ 
ローバル化に 対応するための 方向性をより 明確化させ 
てきたと考えられる " 環 の キープードについて 

念のために，ここで 指し 
るが，この環境は㎝ V 簗 

するものとしている。 
キープード数は ，科学技術基本計画の 本文の長さにも 

依存すると考えられる。 そこで ェ クセルの文字カウント 

機能を用いて 文字数を出し ，対策工期比の 逆数をかける 
ことで標準化する ( 表 
とする。 

    
  
    
    

    
  
    
    
  
      

年軽 

国 3 科研 費 の 装 韓 

            
@ZGO ・ COO                 

  
臣朽 0 ㏄ n     
㎜ 榔   0 。 。 " 

㏄㏄ 0 ぽ """ 
  一 """"" 0 。 。 。 

5S9S 1 S9 ・ ?@ 13S8@ 1399@ 200&@ 2001@ 2QW@ 20Q3 

年接 

軽る 科研 費 予算に対する 交通エ 苧 ・国土計画分野の 研究 費 の 推謁 

鞠 。 安全縁 磁暉境 。 安全確保。 テロ、 國 綴 ( 的な ) 競争   
  趨争簿位性 。 特許。 地位   
  ベンチマーキンバ、 國 激 ( 
執惑 。 評価、 輌際 ( 的な ) 銀 
交流。 糖力 " 人的交流 り Ⅱ 

的に，世界 ( の ，からの。 に 
水準、 世界 題 潮水準，国際 

表 2 % 墳簡 靱への 魑戴 キーワード 

表 8 % 翠 化した 翻艶度 

わかる。 実績報告の 

配分額などが 記載されている。 

べてにキーワードや 研究概要が記載されているわけで 

はなかったが ，記載のないものについては。 ヂ 一夕上に 

あ る情報で判断した。 以下では， 

の研究をいくつかの 項目に沿っ 

発 
                        グローバル化を 意 しだ研究とそうでない 研 

究 とに分類する。 喰 7% のうち すべてに，キープード や 
研究概要が記載されているわけで は なかったが，記載の 

あ るものについては ，それらが国際的。 グローバル的な 

研究 か ( 国際化。 グリーバル 化 へ意識があ ることを示 す 
キープードが 含まれているか ，つまり，国内だけでない 

ことを示す言葉が 含まれているか、 ，調べた " また，記載   名 で判断して分類した 
結果。 ， 63 に国際的。 グローバ キープードが 含まれ 

ていた " 国際的。 グローバル的キーワード 刃を含む研究 

としてそれらを 国際意識研究と 定義して，国際意識研究 
の配分について 年度ごとにまとめて 示す ( 
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画 においては， 8 年分の ヂ一タ しかない。 よりて。 分 
，分野に占める 研究数の割合， 
分 額の割合について ， 冬 期にお 

それぞれ示す (% 増 

と 対応させるため 
冬 期における平均の 神び率を取り 上げる 
し， 伸び率 は ，以下に示す 式による。 

伸び率 (%) 目 《 銭 - 月 -,) ん %-, 浮 100 
七 % における意趣 寓 配分 

図 5 
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を区別して。 荊 者を抽出する。 
の 指す意味は広範囲であ   の 意識 度 と比較でき 

の保全や環境負荷低減 
対象としている。 環境 

であ り，以下，環境意識 
と同様に図に 示す ( 舞 
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ト画 ほ ら 年ごとに策定されたものであ 

め ： 第 : 期が策定された 

の 期間となる " - 方 

画分野の研究 仰 五 % 王 

に限 建している 主， 
以降は " 科学技術 基 

る 。 国際化。 グ口 

の 意識度の変化に 

ために図に示す ( 
ぴ 率で考える。 

交通工学。 国土計画分野の 科研費を得る 研究につい 
てゆ・での定義に 従って，国際意識研究，環 
について見てみる。 データが 魏 ㏄年から 
間 に限定されていること より ， 第 望潮科学技術基本音 
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り - 一一ロー和国 '  一軒 @ 暉 玲意鷺 。 き睾醸研宝 萌花 コ 一 １１ @@@ @@ 
    0.00 @   一 @ 一     

第 「 鍋 驚 2 期 第 下期 第綾 % 

        分野に占める 観究数の 國 ㌍科研愛子鋳にきめる 配分銭の % 台 

冬期における 平均 冬期における 平準 
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衷 8 研究の俺 l 期 と葉 2 辮における伸び 率 ( 配分 錘と 研究 轍 ) 

ぴ事 と国際意識研究と 環境意識研究の 伸び率を比較す 
ると，交通工学。 国土計画分野においては ，配分額に 
ついても研究数についても 意識 度 よりも大きく 変化し 
ていると考えられる。 

配分額と研究 数 のそ ぞれについて ，意識 度 に対す 
る 研究の伸び率の 比を示す   

意識 度 に対する配分額の     意識 度 では 

へは国際化。 グローバル化へより 小さいが， 
では大きく変化して 対応していると 考えられ 

る。 意識 度 に対する 繍究数 の 北 より，意識 度 では高い 
国際化。 グローバル化への 変化が大きいが ， 変 侶の比 

をみると，環境問題に 対しではより 速く変催している 
と考えられる。 
また，分野に 占める割合と 科研 費予 藁におめる割合 

における配分額の 変化の比より ，科研費を得る 分野全   工学。 国士計画分 

化していることより。 国際化。 グローバル化と 環境問 
題において は 他の分野より 先行している 可能性があ る 

と考えられる ， 

以ヒ より，交通工学。 国土計画分野においてほ ，国 

際化。 グローバル化と 環境問題の究つの 社会の関心事 

に対してほ， どちらも意識 度 よりも大きく 変 催してい   一バ /M 化と環境 閉   においても，社会 

術への要請に 対応していることがみられだ。 但し。 配 

分額でみても 研究 数 でみてもより 大きく変化している 
ことより，社会の 変化よりも先行している 可能性も考 
えられる。 

牽 9 分野に占める 調合の趨 韻紋に 対する変化の 比 

嚢 l0 % 麟襄 予算に占める % 台の 鷲睡接 に対する変化の 比 ( 配分 蓮 のみ ) 

  
本研究では，交通工学。 雪上計画分野の 科研費を得る 

大学等が行 う 研究に着目 L, た 。 国際意識研究と 環境 意 

識研究を定義することによって ，分野江おけら 配分の 
変化を示したが ， 挨 A 牡瓦 囚 よりわかる研究の 期間， 

課題名，代表音。 機関， ギ一 ヴ一   
                                                って分類したので。 研究によってはすべ 

ての情報がないものもあ って，残俳ながら 国際意識研 

究も完全な分類ができて 泣いない可能 
ワードも概要も 両方記述されていない 

。 それらのうち ，タイトルより 判断し 

て国際意識研究と 環境意識研究にそれぞれ 工っ 青っカ 
ウントしている。 さらに，データの 都合上，時系列 デ 
一タ として 

時系列変化 
費を得た研究についてしか 
いない研究については 考慮 
募 した研究全体で 見たら違った 結果になっている 可能 
性もあ る " 

最後に，本研究においては 科研費を取り 扱ったので " 

他の研究資金も 含めて， 研 への助成金の 変化の全体 
像を捉えることも 今後の課 として指摘しで 本稿を結 
ぶ 。 

園内輸送量は 自動車。 鉄道，旅客船，航空から 

ただし，自動車においては 軽自動車及び 自家 

は 含まない。 国体輸送 は 郵船社による 外観輸送。 日本民間航 

空輸送 ( 撰 陰線 妨 、 ら 構成きれている 

定期のものであ る。 

2S 科研 費 はいくつかの 研究種目によ @ 
学 。 計画分野は以下に 示きれている 

よって ， 多くの研究が 直接的な成果を 出すことも研究領域を 特 

定されることもなくなされていることがわかる。 
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- 展 匁度 

図 l3 研究籠目 別 の 忍 公議 國 フ 4 弱 究 題目測の 研 銭穀 

                                                                                                                      米国等 j, ②国際，③ダロ - 
バル．の ， @ ずれかが含まれていて ， さらに。 ①から③において 

む : 事例研究の対象，㈲ 比較するための 対象，㈹ ) 固際 学会 
等への参加， ㈹ ) 国際化，グロ - バル化への対応 が 目的，のい 

ずれかに該当する " のとしている。   
られる①環境，②持続可能，③排出量を 意識して L 憶ものとし 

て， る 。 

Ⅱ @ 財団法人造 酪 経済研究所，道路交通経済研究会。 適薬交通経路要覧平成 托 年度版， セ 

キ グテ ， ヱ哉 ・ l 召 5, @ 簗 ・Ⅰ 82, l92. @93, 2C か却 3 12004% 
[2@ 連繋 啓 ，科研 衰 四 % 諒一撞かな理解のために 一く 第 3 次改訂 ノ ，ぎょ ぅ 甘い           
        文部科学 甘 ， 里庇 ユニ年度厳科学技術 白蕾 ，ぎょ さ せ 1.@, 60-71, 3l3.3 ㎏   5(200% 
            """" 学研 " 所， "" 研 "" 甜 " 。 デ " 。 べ ""  "" 。 " 年 '" 浦 " 

http  ''/?e}ka  nu  ac  ip/cgL'tgii/SearchCore 
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                                                          科学技術基本計画 ( 第 3 期 )                           
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